
【資料１】 令和５年度　体力・運動能力調査結果及び分析・対策 令和６年３月２９日

（１）令和５年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果（全国平均を５０としたときの比較） (２)調査結果の分析

【-5ｐ以上】 【-5～-2ｐ】 【-2～0ｐ】 【0～2ｐ】 【2～5ｐ】 【5ｐ以上】
弱み 強み

②意識面　全国（割合％）との比較

全国体力・運動能力調査、運動習慣等調査＜意識調査＞の結果
　（体力合計点との相関が指摘されているものや松江市教育委員会として注目しているものを挙げています）

【-7%以上】 【-7～-3%】 【-3～0%】 【0～3%】 【3～7%】 【7%以上】
弱み 強み

（３）令和６年度の方針【学校全体での取組】
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◯体育・保健体育授業の工夫・改善（年間を通した取組や重点化する領域・指導内容等）
・本校の強みは、５０ｍ走（スピード）である。昨年度から続けている８秒間走や普段の授業の最初にアップとしてサーキット的なト
レーニングを来年度も引き続き８秒間走やアップでのサーキットトレーニングを行う。
・本校の弱みは、筋力や敏捷性、全身持久力である。そのため、来年度はこの３点の強化に重点的に取り組んで行く。
・５種目歩走に年間を通して取り組むことで、全身の瞬発力や腕支持の筋力などを育成を図る。
・縄跳びにも力を入れて取り組むことで、全身の持久力を高めていく。具体的には、縄跳びカードや検定など意欲的に取り組むこ
とができる環境設定などをする。
◯体育授業以外の活動（学校ぐるみの取組や全校活動、環境の工夫等）
・日常的に、校庭や体育館で体を動かし遊ぶ児童を増やす。
・ケンパゾーン・階段一段とばしゾーンを設置し、日常的に体力づくりを行う。
・各学級に発達段階に応じて遊び時間用のボールを配布し集団でボールに触れる機会を保障する。
・運動することが楽しく、喜びを感じる子どもを育てていくために、運動に自主的に取り組む子どもを認め、ほめる構えを大切にして
いく。
・体つくりの一環として、朝のミニトレーニングを行い、視知覚や体幹等を鍛える。
・行事などと連携をはかりながら、朝の時間にダンスを取り入れることで、全身の持久力や柔軟性を高める。
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